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要　　旨
先天梅毒は本邦において 2009年 1月～2013年 2月に 16例報告され，近年稀だが重要な母子感染症で
ある．今回，妊娠初期の梅毒検査陽性を見逃され，未治療のまま経過し先天梅毒児を出産した一例を経験
した．症例は 22歳の初産婦で，妊娠 30週 2日に胎動減少，性器出血を訴え，前医を受診し胎児心拍陣痛
図で遅発一過性徐脈を認め当院に母体搬送された．胎児超音波検査で肝腫大，腹囲拡大，腹水を認め，胎
児心拍陣痛図で基線細変動の減少，高度遅発一過性徐脈を認めた．胎児機能不全と診断し，緊急帝王切開
を施行，1,715 gの女児を娩出，臍帯動脈血 pH 7.109， Apgar 1分値 1点，5分値 5点であった．出生児は
RPR陽性，TPHA陽性で，水疱性皮疹，肝腫大，貧血，血小板減少が認められ先天梅毒と診断した．先
天梅毒は早期診断・治療で防ぎうる疾患であり，妊娠初期のスクリーニング検査の重要性を再認識した．
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症例報告
は じ め に
先天梅毒は本邦において 2009年 1月～2013









妊娠分娩歴 : 1経妊 0経産
職業 : 看護師．
現病歴 : 前医で妊婦健診を施行．妊娠 30週
2日，胎動減少，性器出血，腰痛が継続したため，
18時に前医を受診し，胎児心拍陣痛図（cardio-
to cogram ; CTG）で基線細変動減少と遅発一過
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性徐脈が出現したため胎児機能不全の疑いで当
院に母体搬送された．前医での胎児超音波検査
で児頭大横径 78.2 mm（+0.70 SD），大腿骨長 
54.3 mm（−0.06 SD），躯幹断面積（abdominal 
circumference ; AC） 286 mm（+2.59 SD），胎児 
推定体重（estimated fetal body weight ; EFBW） 
1,860 g（+1.3 SD）と ACが週数と比較して高
値であった．
入院時現症・検査所見 : 身長 163 cm，体重 
59.9 kg（非妊娠時 50 kg），血圧 131/71 mmHg，



















1,715 g，女児，臍帯動脈血 pH 7.109，BE −12.9，

































77（修正 41週 2日）に 2,990 gで退院した．修
正 3ヶ月時に右上下肢の運動異常を認め，専門
病院に紹介となった．








WBC 16,800 /μl T-bil 0.7 mg/dl UA 3.0 mg/dl RPR定性 （+）
RBC 437 万/μl AST 17 IU/l Na 134 mEq/l RPR定量 8.7 R.U
Hb 10.7 g/dl ALT 10 IU/l K 3.9 mEq/l TPHA定性 （+）
Ht 34.5% ALP 292 IU/l Cl 102 mEq/l TPHA定量 36.45 T.U
Plt 32.6 万/μl LDH 179 IU/l Tp 7.2 g/dl HBs抗原 （−）
PT 83% BUN 3.9 mg/dl Alb 3.5 g/dl HCV抗体 （−）
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